
あ･ら･か･る･と市政

新
病
院
建
設
基
本
設
計
者
選
定
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施

防
災
マ
イ
ス
タ
ー
受
講
生
に
認
定
証
を
授
与

「
し
ま
だ
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
」
当
選
者
へ
景
品
を
贈
呈

問
病
院
建
設
推
進
課 

☎
３
５-

２
１
１
１

　

金
谷
公
民
館
「
み
ん
く
る
」
で
３
月
13

日
、
新
市
民
病
院
の
基
本
設
計
を
行
う
設

計
者
を
選
定
す
る
た
め
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
一
次
審
査
を
通
過

し
た
６
社
に
よ
る
技
術
提
案
書
の
説
明

と
、審
査
委
員
に
よ
る
質
疑
応
答
を
実
施
。

問
健
康
づ
く
り
課 

☎
３
７-

３
２
８
１

　

市
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
を
応
援
す
る
「
し
ま
だ
健

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
運
動
や
食
事
・
健
診
の
受
診
・
社
会

活
動
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
自
分
で
決
め
た

目
標
（
マ
イ
ポ
イ
ン
ト
）
に
取
り
組
む
こ

と
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
景
品
に
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
１
８
２
０
通
の
応
募
が

あ
り
、
３
月
に
抽
選
会
を
実
施
。
Ｆ
Ｄ
Ａ

航
空
券
や
川
根
温
泉
招
待
券
な
ど
の
景
品

が
、当
選
者
１
４
２
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

各
社
か
ら
は
、
建
設
コ
ス
ト
お
よ
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
縮
減
対
策
や
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
意
見
集
約
方
法
な
ど
に
対
す
る

提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
者
に
は
内
藤
建

築
事
務
所
（
京
都
市
）
が
決
定
。
今
後
は
、

皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の

要
と
な
る
新
病
院
建
設
に
向
け
て
、
具
体

的
な
設
計
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
今
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

防災マイスター受講者の研究発表
高木副市長から航空券を

受け取った当選者（中央2人）

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
１
４
３

　

３
月
23
日
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
「
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成
講
座

の
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
全
12
回
を
受
講
し

た
職
員
41
人
に
、
認
定
証
と
バ
ッ
ジ
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
職
員
の
危
機
管
理
意
識
を
高

め
、
災
害
時
に
お
け
る
庁
内
の
対
応
力
向

上
を
目
的
に
開
講
。
受
講
者
は
、風
水
害
・

大
規
模
地
震
・
原
子
力
災
害
・
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に

お
け
る
災
害
対
策
本
部
の
意
思
決
定
や
対

応
に
つ
い
て
学
び
、
最
終
日
に
は
研
究
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、
防
災
知
識

を
習
得
し
た
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
活
用
に
係
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
表
彰
式

問
戦
略
推
進
課 

☎
３
６-

７
４
６
０

　

市
と
県
が
共
同
で
実
施
し
た
「
旧
金
谷

中
学
校
跡
地
活
用
に
係
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
」
の
表
彰
式
が
、
３
月
23
日
に
県
庁
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ペ
で
は「
交
流
人
口
の
拡
大
」

「
賑に

ぎ

わ
い
の
創
出
」「
茶
文
化
の
発
信
」
の

３
つ
の
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
を
切
り
口
に

し
て
、
そ
の
テ
ー
マ
を
民
間
活
力
で
実
現

す
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
仕
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、
提
案
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
24
点
の
提
案

に
つ
い
て
は
、
展
示
お
よ
び
市
民
に
よ
る

一
般
投
票
を
実
施
。
続
く
16
日
の
審
査
会

に
お
い
て
、
５
点
の
作
品
が
入
賞
作
品
と

し
て
決
定
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
「
富
士
見
の
湯
」
で
は
、
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
温
泉
を
中

心
と
す
る
健
康
と
癒
し
の
場
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
と
県
は
今
後
、
提
案
い
た
だ
い
た
内

容
を
参
考
に
、
こ
の
地
域
の
活
用
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

賞

タ
イ
ト
ル

提
案
者

最
優
秀
賞

一
般
投
票

大
賞

富
士
見
の
湯

河か
わ
さ
き﨑
泰や

す
ゆ
き之

優
秀
賞

世
界
和
の
食
文
化

村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
伊い

と
う藤
育い

く
こ子

ほ
か
２
人

優
秀
賞

茶
草
場
の
丘

南な
ん
じ
ょ
う條
秀し

ゅ
う
す
け介

ほ
か
１
人

優
秀
賞

ウ
ェ
ル
ネ
ス
テ
ィ

ラ
ン
ド
大
井
川

小お

だ田
稔と

し
ひ
こ彦

ほ
か
５
人

※
入
賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
入
賞
作
品
】（
敬
称
略
）
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「
あ
り
が
と
う
体
験
記
５
」
を
発
行
し
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
で
幅
広
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

長
年
の
活
動
に
感
謝
し
て
「
島
田
市
交
通
安
全
表
彰
」

市
内
３
路
線
の
道
路
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た

問
生
活
安
心
課 

☎
３
６-

７
１
４
４

　

市
で
は「
島
田
市
交
通
安
全
表
彰
制
度
」

を
創
設
し
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
交
通

安
全
活
動
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
、
市
民
や

市
民
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
29
日
、
交
通
安
全
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
幼
稚
園
や
、
通
学
路
で
交
通
安

全
指
導
を
行
っ
て
い
る
２
団
体
・
３
個
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
長
年
の
ご

尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
継

続
的
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
団
体
】
六
合
東
小
見
守
り
隊
、
伊
久
身

幼
稚
園

【
個
人
】
持も

ち
づ
か塚
國く

に
み
つ光
さ
ん
（
志
戸
呂
）、

神か
ん
ざ
き﨑
政ま

さ
か
ず一
さ
ん
（
宮
川
町
）、
酒さ

か
い井

秀ひ
で
ゆ
き幸

さ
ん
（
大
井
町
）

問
学
校
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
３
０

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
「
人
の
役
に
立
っ

た
」「
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
」
体
験

記
４
４
１
点
の
中
か
ら
、
49
点
を
掲
載
し

た
「
あ
り
が
と
う
体
験
記
５
」
を
発
行
し

ま
し
た
。

　

冊
子
に
は
、
人
の
役
に
立
つ
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
の
小

さ
な
力
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」「
感

謝
さ
れ
て
い
る
」
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
３
９
９

　

愛
知
県
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
80

人
と
島
田
第
二
小
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
３
月
30
日
、、野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

「
山
の
家
」
で
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
合
宿
の
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
・
野

球
な
ど
37
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
、茶
道
部
・

合
唱
部
な
ど
16
の
文
化
団
体
が
、
当
市
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、選
手
た
ち
は
試
合
終
了
後
も
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
親
交

問
地
域
づ
く
り
課 

☎
３
６-

７
１
９
７

　

新
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
募
集
し

た
、
市
内
３
路
線
の
道
路
愛
称
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、島
田
・

金
谷
・
川
根
地
区
の
３
路
線
の
愛
称
を
募

集
。
２
２
３
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
「
島
田
ば
ら
の
丘
通
り
」「
金
谷
お

茶
の
香か

通
り
」「
川
根
さ
く
ら
通
り
」
を

選
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
路
線
の
起
点
・
終
点
・
中
間

点
の
３
カ
所
に
、
愛
称
を
表
示
し
た
看
板

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
人
に
親

と
願
う
、
市
教
育
委
員
会
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
体
験
記
は
、
市
内
の
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
深
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
合
宿
で
訪
れ

た
皆
さ
ん
と
市
民
と
の
交
流
の
場
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

し
み
を
持
っ
て
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
道
路
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

平成 27年島田市交通安全表彰の受賞者（前列）

交流試合で親交を深める選手たち 桜が満開の「川根さくら通り」
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